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介
護
保
険
制
度
の
背
景

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と

二
〇
五
〇
年
に
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
が
四
人
に
一人
に
な

り
、
超
高
齢
化
時
代
が
到
来
す
る

と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
で
も
、
高
齢
者
の

高
齢
化
が
進
み
 (昔
は
七
十
歳
位

で
し
た
が
今
は
八
十
五
歳
位
ま
で

に
な
っ
て
い
る
) 介
護
の
こ
と
が

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
長
生
き
す
る
た
め
、

長
い
間
介
護
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
介
護
疲
れ
に
よ
る
殺

人
や
、
老
介々
護
に
よ
り
、
社
会

問
題
が
派
出
し
て
き
て
い
ま
す
。 

措
置
制
度
か
ら
保
険
制
度
へ

今
ま
で
は
、
市
町
村
の
予
算
の

範
囲
内
で
、
市
が
認
め
た
も
の
だ

け
が
、
ホ
ー
ム
へ
ル
プ
の
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 こ
れ
を

措
置
制
度
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
介
護
が
必
要
な
人

す
べ
て
が
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
国
、
市
町
村
、
国
民

の
三
者
が
保
険
料
を
払
い
、
国
民

発 行 者
通院介護セン夕 - 
さ わ や . か

早
い
も
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
交
流
会
も
十
三
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
、
安
芸
の
宮
島
に
行
き
ま
し
た
。

往
き
の
パ
ス
の
中
で
「介
護
保
険
と
通
院
介
護
事
業
に
つ
い

て
」
江
頭
会
長
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
話
の
抜
粋
を
掲
載
し

ま
す
。 

(編
集
部
) 

が
介
護
が
必
要
と
な
れ
ば
、
全
て

の
国
民
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
制
度
に
し
た
の
で
す
。 こ
れ
が

介
護
保
険
制
度
で
す
。

保
険
で
す
か
ら
、
保
険
料
を
払
っ

て
い
る
国
民
は
、
全
員
介
護
サ
ー
 

ビ
ス
が
,つけ
ら
れ
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
市
町
村
に
申
請
を
し
ま
す
。 

そ
の
申
請
を
す
る
と
、
介
護
度
が

出
ま
す
。 そ
の
介
護
度
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
の
程
度
が
決
ま
り
ま
す
。 

移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

介
護
保
険
で
は
、
移
送
サ
ー
ビ

ス
は
、
市
器

の
専
権
事
項
に
な
っ

て
い
ま
す
。 市
町
村
が
移
送
サ
ー 

ビ
スを
し
な
い
限
り
、
送
迎
は
し

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

全
国
的
に
は
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス

は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 北
九

州
市
で
は
、
「さ
わ
や
か
」
が
、

そ
の
任
務
の
一部
を
受
け
持
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
北
九
州
市
で
は
、
福
祉

夕
ク
シ
ー
が
出
現
し
、
無
料
送
迎

を
し
て
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労

働
省
で
、
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
夕
ク
シ
ー
の
緑
ナ
ン
バ
I
は
、

料
金
を
取
る
た
め
の
許
可
な
の
に

料
金
を
取
ら
な
い
の
は
問
題
だ
、

と
か
送
迎
だ
け
し
て
、
身
体
介
護

を
し
な
い
業
者
は
免
許
の
取
消
し

も
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
っ
い

て
は
、
国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働

省
、
で
論
争
の最
中
で
、
移
送
問

題
に
っ
い
て
は
、
ま
だ
結
論
が
出

て
い
ま
せ
ん
。

・ 

透
析
患
者
に
と
っ
て
は
、
週
三

回
の
通
院
は
絶
対
に
必
要
な
も
の

で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
「さ
わ

や
か
」
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
は
、
透

析
患
者
に
と
っ
て
は
、
命
綱
で
す
。 

ホ
ー
ム
へル
プ

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

難
病
連
北
九
州
市
支
部
と
北
九

州
市
腎
友
会
が
母
体
と
な
り
、

「い
き
い
き
北
九
州
」
と
「さ
わ

や
か
」
が
お
互
い
に
連
携
す
る
こ

と
に
よ
り
、
透
析
患
者
に
大
き
な

福
音
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お願
い致
し
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
へ

ル
パ
I
の
資
格
を
と
ら
れ
て
、
送

迎
と
ホ
ー
ム
へ
ル
パ
ー
の
双
方
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
甚
で
す
。 

今
後
、
送
迎
問
題
は
、
透
析
患
者

に
と
っ
て
は
、
重
大
に
な
る
こ
と

は
明
ら
か
'で
す
。
今
後
の
推
移
を

見
守
り
ま
し
ょぅ
。j

a 
私
が
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
を

始
め
て
よ
う
や
く
一年
。 事
あ

る
ご
と
に
事
業
所
に
お
邪
魔
す

る
よ
う
に
な
り
、
ス
夕
ッ
フ
の

仕
事
ぶ
り
に
い
っも
感
心
さ
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 
そ
ん
な
未

熟
者
の
私
に
「副
会
長
を
」
と

お
話
を
戴
き
驚
き
ま
し
た
が
、

お
役
に
立
て
る
の
な
ら
と
お
引

き
受
け
致
し
ま
し
た
。 小
野
正

典
氏
の
後
任
と
い
う
こ
と
で
プ

レ
ッ
シ
ャ
I
は
あ
り
ま
す
が
、

江
頭
会
長
以
下
ス
夕
ッ
フ
の
方
々

の
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
の
が
当
面
の
目
標
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

全
国
に
先
駆
け
発
足
し
た
、

通
院
介
護
セ
ン
夕
,, 
「さ
わ
や

か
」
も
五
周
年
を
迎
え
、
事
業

内
容
も
益
々
充
実
し
て
き
て
い

ま
す
。 
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
の
お

、,-、、ー
あ
い
さ
つ
副
会
長

岡

俊
一

翻らせ ボランティア 高 村 公 明

「さ
わ
や
か
」
の
副
会
長
で
あ
り
ま
し
た
小
野
正
典

さ
ん
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
か
わ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
腎
友
会
会
長
で
も
あ
り
ま
す
、
岡
俊
一さ
ん
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。 よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

2 年前の 9 月に思いもかけず胃の手術を受けました。 病
院の先生はじめ、沢山の方にお世話に成り、家族にも大変
心配をかけましたが、お陰で元気になり、職場復帰もする
事ができました。
何か人の役に立つ事が出来たらと思っていた折2001年の
1 月、通院中の窓ロでボランティアの募集を見かけ、送迎
を引受ける事にしました。 命の大切さを身をもって経験し
た事で会話も色々 あります。
この度の宮島への研修旅行に初めて参加させていただき
ましたが、大変良かったと思っております。 
これからも、体の続く限りボランティア
には参加したいと思います。 

力
と
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 私

も
送
迎
を
行
な
っ
て
は
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
回

数
が
増
や
せ
ま
せ
ん
。 
で
も
地

道
に
長
く
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

8/11
｠"

8/15 

て
い
ま
す
。 ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
安

全
運
転
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

前
回
号
よ
り
「さ
わ
や
か
新
聞
」

が
変
わ
り
ま
し
た
。 研
修
交
流
会

で
行
っ
た
 <安
芸
の
宮
島
> が
と

て
も
き
れ
い
に
撮
れ
て
い
ま
し
た

の
で
五
周
年
を
前
に
思
い
切
っ
て

カ
ラ
1
印
刷
に
し
ま
し
た
。 よ
り

新
聞
ら
し
く
な
っ'て
き
た
と
の
声

も
あ
り
「さ
わ
や
か
編
集
部
」
は

一段
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。 皆

様
か
ら
の
原
稿
を
心
よ
り
お
待
ち

致
し
て
お
り
ま
す
。 

画至]
國国
梅
雨
の
真
っ
只
中

と
は
い
え
、毎
日
う
っ

と
う
し
い
日
が
続
い
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かわい泌尿器科クリニック
院長 川井 修 - 先生

第 3 回目の病院紹介は、かわい泌尿器科クリニックです。
場所は小倉北区馬借 (ばしゃく ) です。 市立医療セン夕 一の目
の前にあり、モノレールやバス停も近く、北九州市の台所旦過
市場もすぐそばで、とても便利のよい場所にあります。
北九州オフィスビル3 階に上がり玄関を入ると、明るい待合
室と受付があり奥に外来の診察室、その奥に22床の透析室があ
ります。 室内は間接照明で一部木目の壁が暖かさを増しており、
家庭的な落ち着いた雰囲気になっています。 私たちが取材に訪
れた時、満面の笑みで玄関先まで出迎えて下さった、川井先生
のお人柄がでているのではないでしょうか。
また、患者さんが4 時間の透析の間、いかに快適に過ごせる
かと言うことを常に考えておられ、各べッドにアーム付きの液
晶テレビを備え、ビデオデッキも数台用意して患者さんのニー 
ズに答えていらっしゃいます。 先生自らレンタルビデオのお店
に出向いて、新しいビデオを借りて来られるそうです。 食事に
も力を入れており、患者さんにはできたての、あつあつを出す
ようにされているそうです。 「食事はどこにも負けません./'」
と力強くおっしゃった先生のお顔がとても印象的でした。
川井先生がなぜ泌尿器科の先生になられたかという話をある
患者さんから聞きました。 先生は「初診から手術、それから術
後のケアまで一貫して患者さんを診ることができるのは泌尿器
科だけだからです」と言われたそうです。 私たち患者にとって
は、とても心強い言葉だと思います。
また、「さわやか」の通院介護事業にも多大なご理解とご協
力をいただきス夕ッフ一同大変感謝致しております。
これからも、先生やス夕ッフの方々 と連絡を密に
取り合いながら一入でも多くの患者さんが社会に
何らかの形で参加できるように、「さわやか」が
少しでもお手伝いできればと思っております。 tt 

開業して五年経ちましたが、川井先生ご指導のもと順調にヨ.i1l きたのではないかと思います。 先生の医療に対する姿勢には
ン ト いつも感心しています。 スタッフ一同先生と共に、日々安全・安楽な透析を行なうよう心がけていきたいと思います。 
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、二  
◆プロフィール◆
川 井 修 -
かわい しゅういち
昭和29年 岡山県笠岡市生まれ
昭和54年 山口大学医学部卒業
昭和60年 山口大学大学院

泌尿器科修了
博士号取得

昭和62年~平成 8 年 3 月まで小倉記念病院泌尿器科従事
平成 8 年 4 月 1 日 かわい泌尿器科クリニック開業
★泌尿器科専門医 ・指導医 ★透析医学会認定医
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ll-・ 院長先生か ら - 言 ,-●
当院の理念は、家庭的な雰囲気の中で、確立された範囲で安全
で高度な医療を提供することです。 開業して平成13年4 月で五年
になりました。 開業する前は小倉記念病院に勤務していましたの
で、心筋梗塞など心臓疾患や手術後に合併した腎不全の治療に昼
夜いとわず透析を行っていましたが、重症患者さんが多く患者さ
んの生活の質 (QOL) など考える余裕はありませんでした。 しか
し開業してからは、慢性疾患としての透析治療を考える場合には、
患者さんは、一週間で平均12時間、一年で624時間 (26日間) を透
析室で過ごすわけですから透析室でいかに快適に過ごせる環境を
提供できるかを考えています。 そのため透析室の壁は総合病院に
はない木の壁で落ち着けるようにしています (最近では増改築に
て木目の壁は一部になってしまいましたが)。 開業当時よりすべて
のべッドにアーム付きのポ一夕ブルテレビを備えて希望する患者
さんにはビデオを用意して 4時間を快適に過ごせるよう心掛けて
います。 食事も患者さんにとって楽しみのひとつですので、調理
師さんには無理を言って、厨房からできたての暖かいものを出す
ように心掛けています。 また透析の開始の穿刺も決まった時間に
来院しなければならないと苦痛になりますので、仕事をさ
れている人には来院時間に幅をもたせて来院されたら待た
せることなく医師がすべて穿刺するようにしています。
患者さんへの快適な透析空間のサー ビスはもちろんです1.''; 

が、透析治療としても安全で高レべルの医療を提供するた
め、透析液のエンドトキシンは定期的に検査して基準値以
下のきれいな透析液で治療を行っています。 平成12年8 月
よりはオンラインHDFを導入して現在7 つのべッドででき
るようになっていますが、今後も順次オンラインHDFを增
やす予定です。
また当院の特徴としては、クリニックでCAPDの管理を
行い、現在8名のCAPD患者さんが通院されて、 2 名は血
液透析と併用しています。 CAPDは生活の質 (QOL) の点
では非常に優れた面があり、血液透析だけでなく CAPDも
腎不全治療には欠かせないものと考えています。
泌尿器科の外来も積極的に行っており、 5 年経過して次
第に定着してきました。 開業している泌尿器科専門医は少
ないので、今後も地域医療に貢献したいと思います。 


